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（DPC評価分科会）座席表  

（日時）平成21年5月14日（木）15：00～17：00  

（会場）全国都市会館3  階第一会議室   
平成21年度第3回診療報酬調査専門組織・DPC評価分科会  

日時：平成21年 5月14日（木）15：00～17：00  

場所：全国都市会館3階第1会議室  

議 事 次 第  

1平成20年度「DPC導入の影響評価に関する調査結果及び評価」最終報告概要（案）  

2 平成20年度再入院（再転棟）にかかる調査について  

3 平成21年度におけるDPCに関する調査（案）について  

4調整係数の廃止に伴う新たな機能評価係数等の検討について  

5 その他  

・DPC対象病院及び準備病院における後発医薬品の使用状況について  



診調組D－1   

21．5．14  
診療報酬調査専門組織・DPC評価分科会委員一覧   

＜委員＞  平成20年度「DPC導入の影響評価に関する調査結果および評価」  

最終報告概要（案）  氏 名   所 属 等   

相川 直樹  財団法人国際医学情報センター理事長   

池上 直己  慶應義塾大学医学部医療政策・管理学教授   

伊藤 澄信  独立行政法人 国立病院機構本部医療部研究課長 

木下 勝之  医療法人社団九折会 成城木下病院理事長   

熊本 一朗  鹿児島大学医療情報管理学教授   

′ト山 信弓爾  東邦大学医療センター大森病院心臓血管外科部長   

賓藤 寿－  社会保険中央総合病院名誉院長   

酒巻 哲夫  群馬大学医療情報部教授   

佐藤 博  新潟大学教授・医歯学総合病院薬剤部長   

嶋森 好子  慶鷹義塾大学看護医療学部教授   

辻村 信正  国立保健医療科学院次長   

難波 貞夫  富士重工業健康保険組合総合太田病院病院長   

西岡 清  横浜市立みなと赤十字病院院長   

原 正道  横浜市病院事業管理者病院経営局長   

松田 晋哉   産業医科大学医学部公衆衛生学教授   

山口 俊晴  癌研究会有明病院消化器外科部長   

山口 直人  東京女子医科大学医学部衛生学公衆衛生学第二講座主任教授   

吉田 英機  昭和大学医学部名誉教授   

平成21年5月14日  

診療報酬調査専門組織DPC評価分科会  

分科会長 西 岡  清  

第1 調査の目的  

DPC導入の影響評価を行うために、診断群分類の妥当性の検証及び診   

療内容の変化等を評価するための基礎資料を収集することを目的とする。   

第2 調査方法  

平成20年7月から12月までの退院患者について、「診療録情報（診療   

矧こ基づく情報）」及び「レセプト情報（診療報酬請求明細書に基づく情報）」  

等を収集する。  

第3 調査対象病院  

○ 平成15年度DPC対象病院  

○ 平成16年度DPC対象病院  

○ 平成18年度DPC対象病院  

○ 平成20年度DPC対象病院  

○ 平成18．19年度DPC準備病院  

○ 平成20年度DPC準備病院   

82病院   

62病院  

216病院  

358病院  

704病院  

137病院  

◎分科会長  ○分科会長代理  

＜オブザーバー＞  
第4 分析対象データについて  

厚生労働省が受領した7月から12月の退院患者に係るデータ（約46  

0万件）のうち、包括払いの対象とならない病棟への移動があった者等を   

除外したデータ（約423万件）を分析の対象とした。また、平成16年   

度～19年度の調査データについても同時期のデータを用いて比較対象と  

した。  

1   

氏・－名   所 属 等  

連見 公雄  赤穂市民病院長  



2 入院経路  

（1）救急車による搬送の率・患者数の年次推移（表2 参考資料1p．63）  

政急車による搬送の率は、平成15年度DPC対象病院においては、   

やや減少傾向であるが、その他の病院類型において概ね横ばいであった。  

【表2】救急車による搬送の率・患者数  

第5 主な結果  

1 平均在院日数   

（1）平均在院日数の年次推移（表1参考資料1 p．22～P．42）  

全ての病院類型において、平均在院日数は減少傾向にあった。  

【表1】在院日数の平均の年次推移  

病院類型   平成16年  平成17年  平成18年  平成19年  平成20年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）  
8．3％  7．5％  7．4％  7．3％  6．7％  

（1施設当たり患者数）  78．8  74．3  78．4  79．3  75．1   

平成16年度DPC 

対象病院（割合）  
12．7％  12．2％  12．3％  12．7％  12．1％  

（1施設当たり患者数）  70．5  67．0  69．4  了1．0  68．7   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  13．3％  13．7％  14，0％  13．6％  

（1施設当たり患者数）  78．4  85．4  88．5  8了．6   

平成20年度DPC  

対象病院（割合）  13．3％  13．0％  12．6‰  

（1施設当たり患者数） 59．1  58．3  58．4   

平成18．19年度DPC  

準備病院（割合）  
13．1％  12．7％  

（1施設当たり患者数）  41．1  41．3   

平成20年度DPC  

準備病院（割合）  13．5％  

（1施設当たり患者数）  32．1  

病院類型   平成17年  平成18年  平成19年  平成20年   

平成15年度  

DPC対象病院  18．31   17．38   16，78   16．15   

平成16年度  

DPC対象病院  15．15   14．75   14．60   14．32   

平成18年度  

DPC対象病院  15．48   14．52   14．50   14．19、   

平成20年度  

DPC対象病院  15．35   14．98   14．18   

平成18，19年度  

DPC準備病院  15．42   15．03   

平成20年度  

DPC準備病院  15．58   

（2）平均在院日数の減少の要因（参考資料1 p．43～P．62）  

平均在院日数の減少の要因を「診断群分類毎の在院日数の変化による   

影響」と「患者構成の変化による影響」とに分けて分析すると、主に診   

断群分類毎の在院日数の減少によるものと考えられた。  



（2）緊急入院の率一息者数の年次推移（表3 参考資料1p．64）・  

緊急入院の率は、平成16年度DPC対象病院は減少傾向であるが、   

それ以外の病院類型では増加から横ばい傾向であった。   

1施設1ケ月あたりの緊急入院の患者数は、平成16年度DPC対象病   

院は減少傾向であるが、それ以外の病院類型では増加傾向であった。  

【表3】緊急入院の率■患者数  

（3）他院より紹介有りの率・患者数の年次推移（表4 参考資料1p．65）  

他院より紹介有りの率及び1施設当たりの患者数は、平成15年度D   

PC対象病院を除いた病院類型では増加傾向であった。  

【表4】他院より紹介有りの率・患者数  

病院類型   平成16年  平成17年  平成18年  平成19年  平成20年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）  
41．2％  41．4％  隠6％  43∴7％  42．8％  

（1施設当たり患者数）             392．6  407．8  452．1  474．8  477．3   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）  
32．4％  36．2％  36．2％  38．1％  40．8％  

（1施設当たり患者数）             179．7  199．3  204．4  213．9  232．2   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  37．4％  34．7％  35．2％  37．2％  

（1施設当たり患者数）  219．9  217．0  222．1  239．3   

平成20年度DPC  

対象病院（割合）  
35．5％  37．2％  37．8％  

（1施設当たり患者数）  158．4  167．1  174．7   

平成18．19年度DPC  

準備病院（割合）  
37．0％  39．3％  

（1施設当たり患者数）  ‖5．9  127．2   

平成20年度DPC  

準備病院（割合）  35．7％  

（1施設当たり患者数）  85．0  

病院類型   平成16年  平成17年  平成柑年  平成柑年  平成20年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）  
27．3％  25．8％  25．1％  25．2％  25．0％  

（1施設当たり患者数）              259．8  253．7  266．2  274．3  278．5   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）  
46．2％  ぬ0％  47．5％  47．0％  45．7％  

（1施設当たり患者数）             256．2  252．9  267．9  263．8  260．9   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  45，8％  46．3％  46．4％  46．4％  

（1施設当たり患者数）  268．9  289．1  293．1  298．4   

平成20年度DPC  

対象病院（割合）  48．6％  4臥3％  48．5％  

（1施設当たり患者数）  217．0  216．了  224．8   

平成18，19年度DPC  

準備病院（割合）  49．2％  49二．3％  

（1施設当たり患者数）  154．3  159．7   

平成20年度DPC  

準備病院（割合）  51．7％  

（1施設当たり患者数）  123．3  

i扇  



（2）転院の割合の年次推移  

転院の割合については、平成15年度DPC対象病院は減少傾向であ   

るが、平成16年度DPC対象病院、平成18年度DPC対象病院は増   

加傾向であり、それ以外の病院類型では横ばい傾向であった。  

【表6】退院先の状況「転院」  

3 退院先の状況（表5、6 参考資料1 p．66）  

（1）自院の外来の割合の年次推移  

自院の外来の割合は、平成16年度DPC対象病院、平成18年度D  

PC対象病院は減少傾向であり、それ以外の病院類型では横ばい傾向で  

あった。  

【表5】退院先の状況「自院の外来」  病院類型   平成16年  平成17年  平成用年  平成19年  平成20年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   4．73％  4．39％  4．25％  4．38％  4．19％   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）   4．74％  4．91％  5．31％  5．27％  5．78％   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  5．31％  5．39％  5．41％  5．69％   

平成20年度DPC  

対象病院（割合）  4．92％  4．99％  4．95％   

平成18．19年度DPC  

準備病院（割合）  4．99％  5．05％   

平成20年度DPC  

準備病院（割合）  5．94％  

病院類型   平成16年  平成17年  平成18年  平成19年  平成20年   

平成15年度DPC 

対象病院（割合ト   82．59％  83．55％  84．20％  84．68％  84．29％   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）   74．59％  74．10％  72．19％  71．71％  69．50％   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）  74．97％  75．47％  75．11％  73．34％   

平成20年度DPC  

対象病院（割合）  了4．32％  74．90％  75．47％   

平成18．19年度DPC  

準備病院（割合）  75．09％  74．58％   

平成20年度DPC  

準備病院（割合）  
72．51％  



5 再入院率（表8、9 参考資料1p．68～P．88）  

（1）再入院の割合の年次推移  

再入院の割合は、全ての病院類型で増加傾向であった。   

【表8】再入院率「再入院の割合」  

4 喝院時転帰の状況（表7 参考資料1p．67）  

（1）治癒・軽快の割合  

治癒及び軽快を合計した割合は全ての病院類型においてほぼ横ばい傾  

向であった。なお、治癒の割合は平成16年度DPC対象病院、平成1  

8年度DPC対象病院においては増加傾向にあった。  

【表7】退院時転帰の状況「治癒・軽快」  

病院類型   平成17年  平成柑年  平成19年  平成20年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   13．03％  13．60％  1a89％  14，50％   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）   12．38％  12．88％  13．13％  13．55％   

平成18年度DPC  

対象病院（割合ト   11．98％  ■12．50％  12．68％  13．14％   

平成20年度DPC  

対象病院（割合）  12．02％  12．56％  13．37％   

平成18．19年度DPC  

準備病院（割合）  12．32％  12．95％   

平成20年度DPC  

準備病院（割合）  12．14％   

病院頬型  平成16年  平成1了年  平成柑年  平成19年  平成20年   

平成15年度DPC  治癒   6．52％  6．56％  5．10％  5．05％  4．45％  

対象病院（割合）  轟快  73．08％  72．45％  74．10％  74．17％  74．19％  

治癒＋軽快  79．60％  79．01％  79．20％  79．22％  78，63％   

平成16年度DPC  治癒   8．03％  5．4了％  4．2了％  3．64％  9．77％  

対象病院（割合）  軽快  73．70％  76．14％  77．88％  78．92％  72．22％  

治癒＋軽快  81．73％  81．61％  82．15％  82．55％  81．99％   

平成18年度DPC  治癒  8．85％  6．91％・  4．81％  7．65％  

対象病院く割合）  軽快  71．72％  74．6g％  了7．23％  74．14％  

治癒＋軽快  80．57％  81．60％  82．04％  81．7g％   

平成20年度DPC  治癒  8．76％  7．04％  7．21％  

対象病院（割合）  軽快  71．49％  73．28％  73．94％  

治癒＋軽快  80．24％  80．33％  81．14％   

平成叩．19年度DPC  7．47％  了．31％  

準備病院（割合）   軽快  72．54％  了2．60％  

治癒＋軽快  80．01％  7g．91％   

平成20年度DPC  治癒  8．93％  

準備病院（割合）  軽快  70．92％  

治癒＋軽快  79，85％  

（2）同一疾患での6週間以内の再入院の割合の年次推移  

同一疾患での6週間以内の再入院の割合は、全ての病院類型で増加傾   

向であった。   

【表9】再入院率「同一疾患での6週間以内の再入院」  

病院類型   平成17年  平成18年  平成19年  平成20年   

平成15年度DPC  

対象病院（割合）   6．83％  了．24％  7．43％  7．93％   

平成16年度DPC  

対象病院（割合）   5．92％  6．30％  6．54％  6．92％   

平成18年度DPC  

対象病院（割合）   5．68％  5．88％  6．12％  6．43％   

平成20年度DPC  

対象病院（割合）  5．57％  6．11％  6．48％   

平成18．19年度DPC  

準備病院（割合）  6．06％  6．60％   

平成20年度DPC  

準備病院（割合）  5．76％  



6 患者構成（表10 参考資料1 p．89）  
MDC別の患者の構成割合は、全ての病院類型でMDCO6「消化器疾   
患、肝隠・胆道t陣臓疾患」が最も高い割合を占めており、近年の患者構成   
の割合には大きな変化は見られなかった。  

【表10】患者構成  

第6 まとめ  

全ての病院類型において、平成19年度までと同様に、平均在院日数は減   

少傾向であったが、その要因は、患者構成の変化によるものではなく、診断   

群分類毎の平均在院日数の減少によるものであった。  

一方、緊急入院及び他院からの紹介の患者数は、横ばいから増加傾向であ   

った。  

これらのことから、重症度の高い患者を避けるような患者選別の傾向は見   

られておらず、診療内容に悪影響は認められないものと考えられる。  

ただし、救急車による搬送の率・患者数については、一部の類型の病院で   

は、平成20年度はやや減少しており、今後も注視していくことが必要であ   

る。  

また、退院時転帰の状況においては、治癒及び軽快を合計した割合が横ば   

いであり、急性期としてある程度病態が安定した時点までの入院医療を反映   

しているものと考えられる。  

以上のことから、DPCにより、質の確保はされつつ医療の効率化が進ん   

でいるものと考えられる。  

また、これまで増加傾向であった再入院率については、平成20年産も引   

き続き増加傾向がみられた。平成20年度改定において、同一疾患での3日   

以内の再入院（病棟間の転棟に伴う再転棟も含む）については、1入院とし   

て扱うように算定ルールを見直したところであり、この影響について、今後   

も注視していくことが必要である。  

平成15年度  平成16年度  平成18年度  平成20年度   平成18．19年度   平成20年度  

DPC対象病院   DPC対象病院   DPC対象病院   DPC対象病院   DPC準備病院   DPC準備病院   

MDC  平成用年  平成20年  平成19年  平成20年  平成19年  平成柑年  平成20年  平成20年  平成柑年  平成20年  平成19年  平成20年 

01  6．46，i  6．06％  6．30％  6．43，i  6．81l  6．68†i  6．30，i  6＿36％  6．75％  6．65％  7．40％   

02  8．46％  8．66％  4，0了％  3．99％  3．84†i  3．99†i  4，33，i  4．41％  3．85％  3．80％  3．80％   

03  5．15％  5．02％  4，06，i  4．00％  4．23，i  4．06，i  4．43†i  4，14％  3，98％  3．86％  3．66％   

04  8．03，i  7．90，も  11．84，i  11．32％  11，93％  11，72！l  12．50％  12．39％  12．49％  12．26％    12．22％   

05  9．1‖i  9．05％  10＿32％  10．31，i  11．17％  ＝．38％  乱84％  10，01％  9，79†i  9，90％  10．44†i   

06  18．98％  19．49！i  22．26％  23，04％  22．7Ⅷ  22．97％  23，01，i  23．09％  23．9日i  24．22％  24．57％   

07  8．05％  8▼29％  5．37，i  5．35，も  5．15％  5．2‖i  5，20％  5．31％  5．29％  5．30％  5．了9％   

08  1．33†i  1．2g，i  1▼15l  1．14％  1，11，i  1．07，i  1，27％  1．21％  1．20％  1．17％  1．11％   

09  1．61％  1，63％  1．35％  1．3g，i  1．30％  1．26％  1，23％  1．21％  1．30％  1．28％  0，99％   

10  3．93％  3．80，i  2．98†i  2．93％  2．95％  2．94％  3．18％  3．01％  3．25％  3．13，i  3．01％   

皿  7．39，i  7．35％  8．45，i  8，47†も  7．85％  了．97％  8．17，i  8．14％  7．62％  7．62％  6．50％   

12  8．97†i  8．97％  7．32！i  7．51％  7．03，i  6．88，i  6．23，i  6．14％  6．04％  6．09†i  5．67％   

13  3．02，i  3．00％  2．67≠  2．58％  2．38≠  2．36！i  1．97，i  2．22，も  1．77％  1．78†i  1、57％   

14  3．70，i  3．70†i  2．16％  2．19％  1．98，i  1．92％  2．01％  1，98，i  1．92％  1．91％  1．96％   

15  0，6‡l％  0．61％  1．82％  l．52％  1．79！i  1．58≠  2．21！i  1．75％  2．30％  2，02％  2．13％   

16  3．34Ii  3．28％  6．14！i  6．10％  6．20％  6．24，i  6．59％  6＿67†乙  7．14，l  7．18％  7，54％   

17  0．06）i  0．1丁，も  0．07％  0．19％  0．08％  0．22，i  0．08，l  0．28％  0．03，も  0．33％  0．43％   

18  1．72l  1．73％  1．86％  1．55，i  1．51％  1，57％  1．46％  1．68％  1．38，i  1．49％  1．21％   

（参考）  

MDCOl  神経系疾患   MDClO  内分泌・栄養・代謝に関する疾患   

MDCO2  眼科系疾患   MDCll  腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾患   

MDCO3  耳鼻咽喉科系疾患   MDC12  女性生殖器系疾患及び産婚期疾患・異常妊娠分娩   

MDCO4  呼吸器系疾患   MDC13  血液・造血器・免疫臓器の疾患   

MDCO5  循環器系疾患   MDC14  新生児疾患，先天性奇形   

MDCO6  消化器系疾患．肝臓・胆道・膵臓疾患  MDC15  小児疾患   

MDCO了  筋骨格系疾患   MDC16  外傷・熱傷・中毒   

MDCO8  皮膚・皮下組織の疾患   MDC17  精神疾患   

MDCO9  乳房の疾患   MDC18  その他  
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診調組 D－2  

21．5．14   

ることを目的とした。（全医療機関で今年度調査対象となった再入院症  

例は約315，000症例）   

○ 再転棟調査は7月から10月の退院患者の様式1を用いて、一般病棟  
からその他の病棟へ転棟し、再び一般病棟へ転棟した患者を抽出し、再  

転棟患者の存在する病院へ調査票を配布し、再転棟の理由を調査した。   

（全対象医療機関で調査対象となった再転棟数は約2，300件）   

（2）調査対象病院   

○ 再入院調査対象病院はDPC対象病院718病院とDPC準備病院841  
病院の計1，559病院。   

○ 再転棟調査対象病院は再転棟患者の存在するDPC対象病院247病院  
とDPC準備病院343病院の計590病院。   

平成20年度特別調査 再入院（再転棟）に係る調査について（案）   

1．調査の目的  

○ 医療効率化の一つの指標として在院日数が用いられるが、在院日数の短  

縮が図られているなかで、提供されている医療サービスが低下していない  

かどうかを再入院（再転棟）の頻度やその理由を指標として検証する。   

2．調査方法   

（1）調査方法  

○ データ抽出条件  

7月から12月までの退院患者に係る調査実施期間中に収集されたデ  

ータのうち7月から10月の退院患者データから下記条件でデータを抽  

出した。  

再入院調査データ  

①4月1日以降入院、退院日が7月1日から10月31日までの患者を  
対象とした。  

②データ識別mの重複があり、前回入院から6週間以内に再入院が  

あった患者を再入院ありと制定した。  

③一般病棟入院ありの患者を集計対象とした。  

④前回入院の「医療資源を最も投入した傷病名」と今回入院の「入院  

の契機となった傷病名」から決定される診断群分類の上6桁が一致  

した場合は同一疾患、不一致の場合は異なる疾患として、両者の再  

入院率を集計した。  

再転棟調査データ  

①4月1日以降入院、退院日又は転棟日が7月1巳から10月31日ま  
での患者を対象とした。  

②1入院内で一般病棟からその他の病棟へ転棟し、さらに一般病棟へ  

再転棟した患者を対象とした。  

③前回一般病棟入院の「医療資源を最も投入した傷病名」と今回一般  

病棟入院の「入院の契機となった傷病名」から決定される診断群分  

類甲上6桁が一致した場合は同一疾患、不一致の場合は異なる疾患  

として、両者の再転棟率を集計した。  

○ 再入院（再転棟）ありと判定された患者について「再入院（再転棟）  

調査票」により再入院（再転棟）の状況を調査した。  

○ 再入院調査は平成20年度分について調査を実施し、昨年実施した6  

年間のデータと共に、平成14年度から20年度の6年間の変化を把握す  
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（3）調査票   

○ 症例毎に基本情報を記載した調査票（別紙1・再入院調査のみ）とデー  

タ入力用のエクセルシート（別紙2）を送付して、調査の負荷軽減を図る  

とともに提出データ形式の統▼－・を図った。   

3．調査の実施状況  

平成20年12月 22日 調査票の発送  

平成21年 1月 31日  データ提出期限  
平成21年 2月～3月  エラーチェック・データ集計等   

（参考）下図のとおり、再入院率の変化は、主として6週間以内の再入院にお   

いて起こっていることから、本調査においては、6週間以内の再入院に限  

って理由を調査。  

4．調査結果要約  

再入院に係る調査  

（1）平成20年度調査対象医療機関数及び分析データ数年次推移（図表1）  

平成20年度の調査対象病院は1，559医療機関であり、全医療機関  

から回答が得られた。その中で施設類型別の集計対象とした医療機  

関は、調査対象となっている全ての年度で7月～10月退院患者の4  

ケ月間のデータが揃っている医療機関のみとし、1，533病院を今年度  

の施設類型別分析対象とした。  

分析対象退院症例数2，864，827症例のうち再入院調査の対象症例  

数は314，954症例（再入院率11．0％）であった。そのうち回答症例  

数は314，883症例（回答率99．98％）であった。  

（2）施設類型別集計  

①年度別・再入院率（図表2－①）  

DPCによる支払いを受けているかどうかに関わらず、経年比較が  

行える施設類型において再入院率は年々増加傾向にある。施設類型  

全体では再入院率が11．0％と前年度の10．6％と比較して約0．4％増  

となった。  

②前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比  

率・割合（図表2－②）  

前年度と比較すると、全ての施設類型において前回入院と同一病名  

の計画的再入院の比率が増加し、これが全体の再入院率の増加原因  

となっている。  

③計画的再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数  

比率）（図表2－③）  

前年度と比較し、全ての施設類型において「計画的手術・処置のた  

め」の理由に増加傾向が見られた。「化学療法・放射線療法のため」  

は平成20年度DPC対象病院以外の全ての施設叛型で増加が見られ  

た。  

④予期された再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症  

例数比率）（図表2－④）  

平成16年度DPC対象病院では「予期された疾病の悪化、再発の  

ため」の理由が減少したことにより全体の比率が減少した。その他  

の全ての施設類型では、「予期された疾病の悪化、再発のため」と、「予  

期された合併症発症のため」の理由が増加したことにより、前年度  

から全体の比率が増加した。   

再入院の状況  

。  。  。  
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⑤予期せぬ再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例   

数比率）（図表2一⑤）   

前年度と比較し、平成20年度DPC対象病院は「他疾患発症のた  
め」の増加により、予期せぬ再入院比率が若干増加した。それ以外  

の平成15～18年度DPC対象病院では全体的に予期せぬ再入院比率  
が減少した。平成18，19年度DPC準備病院の比率に扇まとんど変化  

が見られなかづた。   

⑥計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」   

に該当した症例めMDC別・退院症例に対する再入院比率・割合（図   

表2一⑥）   

計画的再入院が増加した平成15～18年度DPC対象病院、平成  
18，19年度DPC準備病院の「化学療法・放射線療法のため」に該当   

した再入院をMDC別に前年度と比較して見ると、これらのいずれ  

の施設類型においても「MDCO6（消化器系疾患、肝臓・胆道・膵臓  

疾患）」が増加していた。平成16年度DPC対象病院では「MDC12  
（女性生殖器系疾患及び産裾期疾患・異常妊娠分娩）」に増加が見ら  

れた。他のMDCでは前年度から大きな変化は見られなかった。   

⑦計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」   

に該当した疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入院比   

率・割合（図表2－（9）   

計画的再入院の上位15疾患を見ると、どの施設類型でも前年度か   

ら増加している主な疾患は、「大腸の悪性腫瘍（060035）」、「直腸月工  

門の悪性腫瘍（060040）」、「胃の悪性腫瘍（060020）」であった。   

⑧計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法あり」を   

除いた前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院   

事由比率（図表2－⑧）   

平成16年度DPC対象病院以外は増加傾向を示しており、主に計  
画的再入院比率が増えている。減少傾向のある平成16年度DPC対  

象病院では前回の入院と異なる病名の予期せぬ再入院が減少してい   

る。   

⑨前回再入院からの期間別・退院症例に対する再入院比率・割合（図   

表2－⑨）   

図表2一⑨－1で前年度と比較して見ると、平成15～18年度DPC対  

象病院の3日以内の再入院比率は減少している。4日～7日以内の再  

入院比率はわずかに増加している。再入院割合（図表2一⑨・2）を通  

年で見ると 0 日～7 日以内の短期の再入院割合は他の期間と比べて  

年々減少傾向にあるのがわかる。再入院比率の増加は15日～28日  

以内の再入院で最も大きく、次いで8日～14日以内の再入院で大き   

い。  

5  

⑩計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」   

の期間別・退院症例に対する再入院比率・割合（図表2・⑩）   

3日以内の再入院比率は、平成15～18年度DPC対象病院におい  
て大きく減少していた。また、4日～7日以内の再入院比率はやや増  

加傾向であった。   

全体的な傾向としては0日～14日以内の再入院割合は減少してお   

り、15日以上の再入院に増加傾向が見られた。   

⑪計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計   

画的手術・処置のため」の期間別・退院症例に対する再入院比率・   

割合（図表2－⑪）   

3日以内の再入院比率は、平成15～18年度DPC対象病院におい  
て、減少又は横ばいだった。また、その他の期間の再入院比率は、  

増加又は横ばいであった。   

⑳計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計   

画的手術・処置のため」に該当した症例のMDC別・退院症例に対   

する再入院比率・割合（図表2－⑫）   

全ての施設類型において、「MDCO6（消化器系疾患、肝臓・胆道・   

膵臓疾患）」の再入院比率が増加していた。割合で見ると、どの施設   

類型も前年度からのMDC別割合の変化は、ほとんど見られなかっ   

た。   

⑬計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計   

画的手術・処置のため」に該当した疾患名別（上位15疾患）・退院   

症例に対する再入院比率・割合（図表2・⑬）   

上位15疾患別で見ると、前年度と比較して増加傾向のある施設   

類型では、主に「狭心、症、慢性虚血性心疾患」、「白内障、水晶体の   
疾患」等に増加が見られるが、疾患別割合で年度ごとに見ると、特   

に大きな変化は見られなかった。   

⑭同一病名で「化学療法・放射線療法あり」の再入院回数別在院日数   

（図表2・⑭）   

全ての施設類型において1回目に比べ2回目入院の在院日数は短   

くなり、2回目以降の在院日数はほとんど差がないという傾向が見ら  

れた。また、全ての施設類型において、1回目入院の在院日数が減少  
傾向であった。   

⑮1患者あたりの再入院回数（退院症例数／実患者数）（図表2－⑬） 

前年度と比較して平成15～16年度DPC対象病院、平成1乳19年   

度DPC準備病院において増加傾向が見られた。   
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（5）医療機関別集計（図表5 年度別・再入院率）  

再入院率は医療機関によりかなりのばらつきが見られた。平成20年   

度において、全ての医療機関の中で最も再入院率が高かった医療機関が   

43．4％であった。一方、最も低かった医療機関は0％であった。   

（6）医療機関別集計（図表6 再転棟率）  

再転棟率が1．0％以上の病院は、76病院のみであった。その中で最も   

再転棟率が高かった医療機関では11．7％であった。   

（7）結論  

平成20年度においても、再入院率が増加する傾向は続いていた。  

主な再入院率増加の原因は計画的再入院の増加にあり、その中でも特   

に化学療法・放射線療法の理由による繰り返し再入院の増加が大半を占   

めていた。  

また、3日以内の再入院比率は減少し、4日～7日以内再入院比率は   

わずかに増加している。今年度からDPCの診療報酬において、同一疾   

患で3日以内に再入院した場合は一連の入院として扱われることとなっ   

た。3日以内及び4日～7日以内の再入院については、今後も注視して   

いくことが必要である。  

今回、新しく全医療機関に対して再転棟調査として再入院と同様に理   

由を調査したが、再転棟率は全医療機関で0．鵬％と非常に少数であった。   

再転様に係る調査   

（3）平成20年度調査対象医療機関数及び分析データ数（図表3）  
調査の対象となった1，559医療機関のうち、再転棟症例の存在する  

590医療機関に調査票を配布し、全医療機関から回答が得られた。  

分析対象退院症例数2，864，827症例のうち分析対象再転棟数は  

2，372（再転棟率0．08％）であった。そのうち回答数は2，361（回答  

率99．5％）であった。   

（4）施設類型別集計  

①年度別・再転棟率（図表4－①）  

前年度の再転棟率（参考値）と比較し、どの施設類型も減少傾向が  

見られた。DPC準備病院の再転棟率が高く、特に平成20年度DPC  
準備病院が高い数値を示した。  

②前回一般病棟と今回一般病棟の病名同異別・退院症例に対する再転  

棟事由比率・割合（図表4－②）  

件数が一定数以上あり、ばらつきの少ない平成20年度DPC対象  
病院、平成略19年度DPC準備病院、平成20年度準備病院の割合  
で見ると病名が同一の再転棟のほうがやや多く、また、予期せぬ再  
転棟の割合が大きいことがわかった。  

③計画的再転棟における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比  

率）（図表4－③）  

計画的再転棟で比率の大きい理由は「計画的手術・処置のため」で  

あった。  

④予期された再転棟における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数  

比率）（図表4・④）  

予期された再転棟で比率の大きい理由は「予期された疾患の悪化、  

再発のため」であった。  

⑤予期せぬ再転様における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比  

率）（図表4・⑤）  

予期せぬ再転棟で最も比率の大きい理由は「他疾患発症のため」で  

あった。  

⑥MDC別・退院症例に対する再転株比率・割合（図表4－⑥）  
どの施設類型でも似通った傾向が見られ、割合の大きいMDCは  

「MDCOl（神経系疾患）」、「MI）CO4（呼吸器系疾患）」、「MDC16（外  

傷・熱傷・中毒）」等であった。  

⑦前回一般病棟から今回一般病棟への転棟期間別・退院症例に対する  

再転株比率（図表4－⑦）  

全ての施設類型で、15日以上の長期の再転棟の割合が大きかった。  

7  



（参考）  

「平成20年度特別調査 再入院に係る調査」調査票  再入院理由の具体例  

項目   具体例   

① 検査入院後手術の  小児の先天性心室中隔欠損症で前回カテーテル検査の  
ため   ため入院、今回はパッチ閉鎖手術のため入院。  

② 計画的手術・処置  前回、骨折で入院して観血的整復術をうけた。今回、抜  

のため   釘手術のため入院。  

＊  

療法のため   今回も化学療法を受けるため入院。  

計   
画  
的  

回、術後のカテ「テル検査のため入院。  

再  

入  査・手術を中止して  赤と発熱があったので手術を中止して退院、軽快したの  
院  帰宅したため   で2週間後に手術のため入院。  

⑥ 手術のための体調  前回、極度の貧血のため入院、子宮筋腫の診断のもと貧  
回復をまつために一  血に対する治療を行い退院、今回、貧血が改善したので  

時帰宅したため   手術（単純子宮全摘術）目的で入院。  

⑦ その他  

（D 予期された疾患の  前回、胃癌再発で入院し治療をうけて退院、自宅療養中  

悪化、再発のため  であったが腹水貯留が著しく、嘔吐を繰り返すようにな  

り入院。  

＊                 ② 予期された合併症  食道癌治療のため入院、患者の希望で胃療は造設されな   

予  
発症のため  かったが、退院時誤礁性肺炎がおこることもあるとの説  

期   ■  
明を受けていた。退院一週間後誤礁性肺炎が廃症したの   

さ  で入院。  

れ      ③ 患者のQOL向上  前回、肺小細胞癌で入院したが、ターミナルであるが小  
た 再  のため一時帰宅した  康をえていたので、患者のQOLの向上を図るため退院、   
入  今回、痺痛や呼吸困難が強くなり入院。  

院   

患者の都合により退  に不幸があり、下血等の症状がなかったので退院。所用  

院したため   も片付いたので、再度入院してポリープ切除をうけた。  

⑤ その他  

① 予期せぬ疾患の悪  前回、虚血性心疾患で入院、治療をうけて軽快退院、退  

＊  化、再発のため   院時風邪をひかないようにとの注意を受けていたが、心  
不全になるとの説明はうけていなかった。退院1ケ月後  

予  風邪をひき、心不全になったので入院。  

期   
せ ぬ  されなかったが、今後誤礁性肺炎がおこりうるとの説明   

再  はなかった。退院1週間後誤礁性肺炎のため入院。  

入       ③ 他疾患発症のため  前回、白内障のため眼内レンズ挿入術をうけて退院、そ  
院  

の5日後急性心筋梗塞を発症して入院。  

④ その他  

◇医療機関名：  
◇患者データ識別番号：  生年月日（西暦）：  

◇診療科コード（前回退院時）：   
診断群分類（前回退院時）：   

最医資病名（前回退院時）：   

入院日  ICD－10   

退院日  退院時転帰：   

入院巳的：  

◇診療科コード（今回退院時）：   

診断群分類（今回退院時）：   

最医資病名（今回退院時）   

入院日  ICD－10   
退院日  退院時転帰：   

入院目的：  

◇再入院の理由：  

「計画的再入院」か、「予期された再入院」か、「予期せぬ再入院」かをまず判断し、  
その具体的理由の欄に「O」を記入してください。  

「あり得る」合併症の発症や疾患の再発があって再入院した場合でも、それが患者に  
対して十分な説明がなされておらず、∵予期されていなかった場合には「予期せぬ再入  
院」としてください。   
項目を選択するに当たっては、参考資料の例を参照してください。  
＊計画的再入院  

（）① 検査入院後手術のため  

（）（診 計画的手術・処置のため  

（）③ 化学療法・放射線療法のため  

（）④ 定期検査のため  

（）⑤ 前回入院時、検査・手術を中止して帰宅したため  

（）⑥ 手術のための体調回復をまつために一時帰宅したため  

．ぎ1  

（）⑦ その他（  

＊予期された再入院  

（）① 予期された疾病の悪化、再発のため  

（）（診 予期された合併症発症のため  

（）③ 患者のQOL向上のため一時帰宅したため  
（）④ 前回入院において患者の都合により退院したため  

（）⑤ その他（  

＊予期せぬ再入院  

（）① 予期せぬ疾患の悪化、再発のため  

（）② 予期せぬ合併症発症のため  

（）③ 他疾患発症のため  

（）④ その他（  



（∋ 予期せぬ疾患の悪  前回、虚血性心疾患でDPC算定病棟へ入院、治療をう  

化、再発のため   けて軽快転棟、転棟時風邪をひかないようにとの注意を  

＊  
受けていたが、心不全になるとの説明はうけていなかっ  

た。転棟1ケ月後風邪をひき、心不全になったのでDPC  

算定病棟へ転棟。  

② 予期せぬ合併症発  前回、食道癌治療のためDPC算定病棟へ入院、患者の  
症のため   希望で胃療は造設されなかったが、今後誤礁性肺炎がお   

再  こりうるとの説明はなかった。転棟1週間後誤礁性肺炎   
転  のためDPC算定病棟へ転棟。  

棟      ③ 他疾患発症のため  前回、白内障のた捌艮内レンズ挿入術をうけて転棟、そ  
の5日後急性心筋梗塞を発症してDPC算定病棟へ転棟。  

④ その他  

再転棟理由の具体例  

項目   具体例  

① 検査でDPC算定  狭心症で前回カテーテル検査のためDPC算定病棟へ入  

病棟へ入院後手術の  

ため   

② 計画的手術・処置  前回、骨折でDPC算定病棟へ入院して観血的整復術を  

のため   うけた。今回、抜釘手術のためDPC算定病棟へ転棟。  

③化学療法・放射線  前回、急性骨敵性白血病に対する化学療法のためDPC  

＊  算定病棟へ入院、今回も化学療法を受けるためDPC算  

定病棟へ転棟。  

計  
画  
的  

回、術後のカテーテル検査のためDPC算定病棟へ転棟。  

■再      ⑤ 前回DpC算定病  白内障手術のためDPC算定病棟へ入院したが、前日夕   

転  棟での入院時、検  に咽頭部の発赤と発熱があったので手術を中止して転  

棟  査・手術を中止して  棟、軽快したので2週間後に手術のためDPC算定病棟  
一時転棟したため  へ転棟。  

⑥ 手術のための体調  前回、極度の貧血のためDPC算定病棟へ入院、子宮体  

回復をまつために－  癌の診断のもと貧血に対する治療を行い転棟、今回、貧  
暗転棟したため   血が改善したので手術（子宮悪性腫瘍手術）目的でDPC  

算定病棟へ転棟。  

⑦ その他  

① 予期された疾患の  前回、胃癌再発でDPC算定病棟へ入院し治療をうけて  

悪化、再発のため  転棟、療養中であったが腹水貯留が著しく、嘔吐を繰り  

返すようになりDPC算定病棟へ転棟。  

② 予期された合併症  食道癌治療のためDPC算定病棟へ入院、患者の希望で  
＊  胃療は造設されなかったが、転棟時に誤鱒馴生肺炎がおこ  

ることもあるとの説明を受けていた。転棟一週間後誤嚇  
予  
期  

性肺炎が発症したのでDPC算定病棟へ転棟。  

さ  

れ  のため一時転模した  ミナルであるが小康をえていたので、患者のQOLの向   

た 再  上を図るため転棟、今回、痺痛や呼吸困難が強くなり  

転  DPC算定病棟へ転棟。  

棟   

棟での入院時におい  なかった為手術を実施せず転棟とならたが病状の変化  

て患者の都合により  により手術を実施することとなり、再度DPC算定病棟  

転棟したため   へ転棟し手術を実施した。  

⑤ その他  

※DPC算定病棟とは、以下の入院基本料等を届出ている病棟をいう。  

・一般病棟入院基本料   

・特定機能病院入院基本料（一般）   

・専門病院入院基本料   
・救命救急入院料   

・特定集中治療室管理料   

・ハイケアユニット入院医療管理料   

・脳卒中ケアユニット入院医療管理料   

・新生児特定集中治療室管理料   

・総合周産期特定集中治療室管理料   

・広範囲熱傷特定集中治療室管理料   
・一類感染症患者入院医療管理料   

・小児入院医療管理料   
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左側は喜院かち提出された′卜10月退焼鳥着データを元に入力  

済みになっていますので、入力の必要はありません。  栗色の3糾のセル¢いずれかの選択磨から彰  

塗すろもあを遥択して下さい。  

※万が一情報が聞達ってヽ 
※その偲を運択した喋は右偶のセルに規由を  

退院患者に係わる調査」の該当月データの再提出が必要に  
入力してください。  

ファイル名・シート名の変更、列の追加や真のレイアウト変更は禦止です・  
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当すろものを瀬択して下さい。  
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人力してくださヽ、。  

ファイル名・シート名の変更、別の追加や表のレイアウト変更は禁止です  



⊥「－‾二  

○計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・   

処置のため」に該当した疾患名別（上位15疾患）・再入院割合  

○同一病名で「化学療法・放射線療法あり」の再入院回数別在院日数  

01患者あたりの再入院回数（退院症例数／実患者数）   

集計結果について  
施設類型別集計   

再入院に係る調査   

○平成20年度調査対象医療機関数及び分析データ数年次推移  

○年度別・再入院率  

○前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比率  

○前回入院と今回入院の病名同異別・再入院事由割合  

○計画的再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）  

○予期された再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比   

率）  

○予期せぬ再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に該当し   

た症例のMDC別・退院症例に対する再入院比率  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に該当し   

た症例のMI〕C別・再入院割合  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に該当し   

た疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入院比率  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に該当し   

た疾患名別（上位15疾患）・再入院割合  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法あり」を除いた   

前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比率  

○前回再入院からの期間別・退院症例に対する再入院比率  

○前回再入院からの期間別・再入院割合  

○計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」の期間別・   

退院症例に対する再入院比率  

○計画的再入院に串ける理由のうち「化学療法・放射線療法のため」の期間別・   

再入院割合  

○計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・   

処置のため」の期間別・退院症例に対する再入院比率  

○計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・   

処置のため」の期間別・再入院割合  

○計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・   

処置のため」に該当した症例のMDC別・退院症例に対する再入院比率  

○計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・   

処置のため」に該当した症例のMDC別・再入院割合  

○計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・   

処置のため」に該当した疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入  

院比率  

1  

再転棟に係る調査   

○平成20年度調査対象医療機関数及び分析データ数  

○年度別・再転棟率  

○前回一般病棟と今回一般病棟の病名同異別・退院症例に対する再転棟事由比   
率  

○前回一般病棟と今回一般病棟の病名同異別・再転横手由割合  

○計画的再転棟における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）  

○予期された再転様における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）  

○予期せぬ再転棟における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）  

O MDC別・退院症例に対する再転株比率  

O MDC別・再転棟割合  

○前回一般病棟から今回一般病棟への転棟期間別・退院症例に対する再転棟比   
率  

医療機関別集計   

再入院に係る調査   

○年度別・再入院率   



殴針 平成20年度調査対象区療機関数及び分析データ数年次推移  

［：：コ…中細掴査データ  

l菱■  

d暮対た病院数（刃  同等痍伝搬（B）  回書病傾膚（8′〟   
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平成椅年度  
OPC対■■鹸   82  80  81  ■ 82  82  82  82  82  80  81  82  82  82  82  82  100．Ol  100．Ol  100．01  100．8ち  108．8t  100．0，（  1∝l．Ol   
平成川ヰよ  
Pe錮暮病点   62  62  る2  62  62  82  62  62  62  ¢2  62  82  62  100．01  100，0‡  100．Ot  100．01〈  100．Ol  108．01（   

平成t岬虞  
DPC殉t銅鏡   216  218  216  216  216  216  218  216  216  100．Ol  100．Ol  100J）l  100．Ol   

平成ヱ○年度 DPO封■病俵  358  358  358  358  358  358  358  100．01  100．Ol  100．0≠   

平成柑．18年虔  TO4  13  TO4  704  13  TO4  704  100月l  100．0！l  
DPC■●■鹸  
平成之0年虚  137  137  137  1（にLOt  
DPα暮■■畦  

総鮒   1．559  80  143  144  3石0  731  1．422   1■559  80  tld  144  3＄0  731  り22t   1．559  ll00、仇  l（旧．Ol  100．01  100．Ol  100．Ol  100．0‡   1（吼0％   

1▲瞥■曹J■鼻■Hオ1■   

暮  
分析対t退鹸虚例数（C）礪慮  分析対t有人続丘例牡（D）丸t  分析対    ■国事虚例数（日  

施投さ聖   
平成ほ年度 DPO封■病l象（4ケ月礪）  79  277．512  298．759  311．813  a25．033  錮l．988  152．331  363．丁87  2l．296  27．359  30．270  34．755  38．216  40，12丁  43．135  21．065  27．027  29．850  34，627  38．16〔l  40．103  43．124   

平成朋嘩欄 DP¢封■ホ尉4ケ月■）  39  98．158  104．991  103．94丁  100．460  10丁ヱ97  10≦l．234  8．117  10．878  tO．9＄5  11β00  12．M  12．551  8．7川  10．373  10．942  11．899  11．998  1乙551   

平成用年度  
DP¢対■病験   2t¢  封5．00¢  S64．323  569．637  580．002  55ノ‖0  58，324  59．821  63．059  55．408  58．318  59．799  6ユ．011   

平成ヱ○年」■  35t〉  882．653  ●；・・・  －700．023  68．147  丁2．172  77．＝5  88．137  7乙163  17．140   
DPe封■■l完  

平成tlい昨鷹  TO4  945．249  871．773  97．1色4  104．〃9  97，146  1鋸．丁72  
DP博■貞疾  

平成20年鷹  137  140．（泊8  14．285  14．285  

蝕t十   l．533  2丁7．5ほ  398．809  小8．604  073．981】  1．8，5．4糾  乙¢6l，130   乙8一札8之7  21，298  36．07」I  18，8■8  101．130  178．587  ヱ8t．30l   314．9封  21．085  35．－引  10ヱ23  l【岬．97S  1†8．512  之81．209   3t4．883   

】．■入鏡■と回書■  
・■川・  再入兢寧（D／0）  回書症例車（E′D）  

、．i‘二：   ノ・■  tt              H14  H15  H川  H17  H18・  H用  H20  H川－  H15  H18  HlT  Ht8  H19   H20   
平成I5年」■ DP¢射t貞睦（4ケ月★）  79  7．7≠  9．2l  9．7Ii  10．7％  ‖．2l  1l．1l  11．9l  9乱921  98．79l  98．61l  09．63l  99．85ヽ  99．糾％   89．971   

平成t8年鷹 DPC対■病鹸（4ケ月粛）  39  8．9l  9，9ヽ  10．5l  11．2，l  11．2l  11．5‡  99．9丁‡  99．94l  さ9．丁肌  99，991  99．98Ii   100．00，l   

平成18年虞  
DPC封■病陸   之†6  10．21i  10．3l  10．5l  10．91  99．99％  99．99≠  99．98l   99．921   

平成20年鷹  

DPC対■病院   358  10．Ol  18．5l  11．0ヽ  99．991    9．99l  99．9鍋   

平成相川痺欄  
DPe尊書病院   －04  10．3l  10，8ヽ  9．96l  99．9汎  

平成20年虎  
DPO！■■点l豪  137  10．2ヽ  100．001  

総計   1．533  7．7l  9．1ヽ  9．8l  10．4～  10．4l  10．6ヽ   1l．0ヽ  98．02l  99．07l  98＿95l  99．85l  99．96l  99．9TIi    99．98％   

※1施設鼓聖別分析では通年で7月－10月の4ケ月データが提出されている病院を集計対象とした  
※2平成刀年度データの分析対i症例数Iま12月朱時点で病院から提出きれた7月－10月チーづにサトニング処理喜施した綾・一般病棟入院有の点者を▲計対たとした症例数である  

図表2－くD年度別・再入院率  

平成20年度  
DPC準備病院   

平成18，19年度  
DPC準備病院  

平成18年度  平成20年度  
DPC対象病院   DPC対象病院  

施設類型・年度  

平成16年度  

DPC対象病院  
平成15年度  
DPC対象病院  



図表2－②1前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比率  

8．0％  10．0％  4．0％  6．0％  0．0％  2．0％  

前回入院と異なる病名  回入院と同一病名  

平成15年度  

8同一病名   
計画的再入院比率  

岩岡一病名   
予期された再入院比率   

□同一病名   
予期せぬ再入院比率   

口異なる病名   
計画的再入院比率   

■異なる病名   
予期された再入院比率   

臼異なる病名   
予期せぬ再入院比率  

施
設
類
型
■
年
度
 
 H17  

平成18年度  目18  

DPC対象病院  

平成20年度  
DPC対象病院  

平成18．19年度   
DPC準備病院 H20  

平成20年度  H20  

DPC準備病院  

※病名の同異は前回入院の「医療資源を最も投入した傷病名」と今回入院の「入院の契機となった傷病名Jから決定される診断群分類の上6桁の同異にて判別した  

図表2一②一2前回入院と今回入院の病名同異別・再入院事由割合  

0％  20％  40％  60％  

回同一病名   
計画的再入院件数  

1同一病名   
予期された再入院件数  

口同一病名   
予期せぬ再入院件数  

口異なる病名   
計画的再入院件数  

■異なる病名   
予期された再入院件数  

回異なる病名   
予期せぬ再入院件数  

平成15年度  
DPC対象病院  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

平成16年度  
DPC対象病院  

H17  

平成柑年度  H18  
DPC対象病院  

H18  

平成20年度  目19  
DPC対象病院  

H20  

平成1鋸9年度 H19  
DPC準備病院 H20  

平成20年度  
DPC準備病院  

※病名の同異は前回入院の「医療資源を最も投入した傷病名」と今回入院の「入院の契機となった傷病名」から決定される診断詳分頬の上6桁の同異にて判別した   
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図表2－③計画的再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）  

0，0％ 1．0，i 乙0％  3－0％  4．0％  5．偶  6．肪  7．0％  8－0％  9・肌  

8検査入院後手術のた   
め   

□計画的手術・処正の   
ため   

■化学療法・放射線療   
法のため   

由定期検査のため  

■前回入院時、検査■手   
術を中止して帰宅した   
ため  
ロ手術のための体鯛回   
復をまつために一時   
帰宅したため  
回その他  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

図表2一一④予期された再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）   

0．0％  0．5％  l．0％  1．5％  2．0％  2．5％  

田予期された疾病の悪   
化、再発のため  

□予期された合併症発   
症のため  

■患者のQOL向上のた   
め一時帰宅したため  

屈前回入矧こおいて患   
者の都合により退院   
したため   

iその他   

施
設
類
型
・
年
度
 
 



図表2－⑤予期せぬ再入院における理由の内訳（退院症例に対する再入院症例数比率）  

0．0％  0．5％  1．0％  1・5％  2・0％  2・5％  3・0％  

□予期せぬ疾患の悪   
化、再発のため   

ロ予期せぬ合併症発   
症のため   

■他疾患発症のため  

回その他  

施
設
精
製
・
年
度
 
 

DPC対象病院  

平成柑年度  
DPC対象病院 H19  

日20  

唆頑強弼韓鞋  
平成20年度  
DPC対象病院  

平成18．19年度   

揖湖結婚洩  

DPC準備病院 H20  甜織物味栗東鮮  ー．，ー邪踊痢   

平成20年度 目20  
DPC準備病院  

図表2一項）－1計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に  
該当した症例のMDC別・退院症例に対する再入院比率  

0．0％  ＝〕％  2．0％  3．0％  4．0％  5．0％  

MDC  

固01神経系疾患  

弓02服科系疾患  

□03耳鼻咽喉科系疾患  

口叫呼吸器系疾患  

to5循環器系疾患  

留06消化器系疾患、肝鼠・胆道・   
膵臓疾患   

iO7筋骨格系疾患  

口08皮膚・皮下組織の疾患  

■09乳房の疾患  

■10内分泌・栄養・代謝に関する   
疾患  

C＝1腎・尿路系疾患及び男性生   
殖器系疾患  

i12女性生殖器系疾患及び産櫓   
期疾患・異常妊娠分娩  

■†3血液・造血器・免疫腋器の疾   

■14新生児疾患、先天性奇形  

岳15小児疾患  

声＝6外傷・熱傷・中寿  

■17精神疾患  

口柑その他   

平成15年度  
DPC対象病院   
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MDC  
凪01神経系疾患  

■02眼科系疾患  

□03耳■咽喉科系疾患  

口04呼吸器系疾患  

■05循環器系疾患  

員06消化器系疾患、肝臓・   
胆道・膵臓疾患  

■07筋骨格系疾患  

口08皮膚■皮下組織の疾患  

■09乳房の疾患  

■10内分泌・栄養・代謝に   
関する疾患  

□11腎・尿路系疾患及び男   
性生殖器系疾患  

■12女性生殖器系疾患及   
び崖樗期疾患■異常妊偏   
分娩  
■13血液・造血器・免疫臓   
器の疾患  

■14新生児疾患、先天性   
奇形  

i15小児疾患  

日16外傷・熱傷・中毒  

■17精神疾患  

ロ18その他  

図表2一偏ト2計画的再入院lこおける理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に  
該当した症例のMDC別・再入院割合  

0％  20％  40％つ  60％  80％  100％  

図表2－⑦－1計画的再入霞引こおける理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に  
該当した疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入院比率  

1．0％  2．0％  10†i  疾患名  

好肺の悪性腫瘍  

■卵巣・子宮附属器の悪性   
叶瘍   

口大鵬（上行棄腸からS状結   
腸）の悪性錘瘍   

□子宮頸・体部の悪性腫瘍  

■旺膿肛門（直腸・S状結膿   
から肛門）の悪性膿■   

田肝・絆内胆管の悪性腫瘍  
（続発性を含む．）   

■非ホジキンリンパ腫  

口乳房の悪性腫瘍  

■胃の悪性腫瘍  

■食道の悪性腫瘍（曳部を   
含む．）   

ロ急性白血病  

■甘軟群の悪性腫瘍（脊髄   
を除く。）   

■膀胱砕灯  

■前立朋の者性腫瘍  

■小腸の悪性腫瘍   

平成15年度  
DPC対禽病院  

平成16年度  
DPC対象病院  

平成18年虔  
DPC対象病院  

平成20年度  
DPC対象病院  

平成18．19年虔  
DPC準備病院   

平成20年虔  
DPC準備病院  



図表2－（訂－2計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」に  
該当した疾患名別（上位15疾患）・再入院割合  

0％  20％  40％  60，も  80％  100％  

疾患名  

ロ肺の悪性鷹揚 ）、  封  ■卵巣・子宮附属器の悪    性腫瘍 う8  
ロ大股（上行結腸からS状   
結腸）の悪性腫瘍  平成15年度  

DPC対象病院  

】間 口孟官費■鞘の悪性膣  

15月    l随  

■直腸且工門（直腸・S状結   
膜から肛門）の悪性腫瘍  

討 回芸；芸芸崖ぎ諾ヱ臆  

288  阜非ホジキンリンパ腫  

一 3月1  
施
設
類
型
・
年
度
 
 
 

一
〇
 
 

□乳房の悪性腫瘍  

甲声の悪性狸瘍  

日食道の悪性嘩瘍（頚部  
210  を含む。）   

駕 口急性白血病   

33  

冒骨軟部の悪性腫瘍（脊  
75  囁を除く。）  

DPC対象病院  

平成18年度  
DPC対象病院 H19  

日20  

平成20年度  
DPC対象病院  ■前立腹の悪性腫瘍  

F小腸の悪性腫瘍  

平成18．19年度 目19  
DPC準備病院 H20  

平成2（）年度  H20  
DPC準備病院  

図表2一（診計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法あり」を除いた  
前回入院と今回入院の病名同異別・退院症例に対する再入院事由比率  

4．0％  5、0％  6．0％  7．0％  8．0％  0．0％  1．0％  2．0％  3．0％  

日岡一病名   
計画的再入院比率  

■同一病名   
予期された再入院比率  

□同一病名   
予期せぬ再入院比率  

口臭なる病名   
計画的再入院比率  

■異なる病名   
予期された再入院比率  

団異なる病名   
予期せぬ再入院比率  

※病名の同異は前回入院の「医療資源を最も投入した儒病名」と今回入院の「入院の契機となった儒病名Jから決定される診断群分類の上6桁の同異にて利別した   



国表2－⑨1前回再入院からの期間別・退院症例に対する再入院比率  

0．0％  2．肪  4．0％  6．0％  8・肌  10・0％  12・0％  14・0％  

田3日以内比率  

■小ヨ～7日以内比率  

□8日－14日以内比率  

□15日～28日以内比率  

■29E】～ヰ2日以内比率  

5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
 

日
 
H
 
日
 
日
‥
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平成15年度  
DPC対象病院  

施
設
類
型
t
年
度
 
 

一
∽
 
 

平成柑年度  
DPC対象病院  

H18  

院 H－9  
H20  

平成18．19年度 目19  
DPC準備病院  

平成20年廣  
DPC準備病院  

図表2－⑨－2前回再入院からの期間別・再入院割合  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

国3日以内  

■4日～7日以内  

□8日～日日以内  

ロ1引ヨ～28日以内  

t29日－42日以内   
施
設
類
型
・
年
度
 
 

一
助
 
 



図表2－⑯－1計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」の  

期間別・退院症例に対する再入院比率   

0．肌  l．0％  2．0％  3・0％  4・0％  5・0％  

■lT；砧t■   1．Z8％  ・    ノ、     榊■l靂址■  

1．32％  ，～亡・｛ノや′；l＝1▲9▼、   鞭：〕蘭抜■■l＃l；i．1■  
1．39 「■  

■・せ1 ■l熟れ■t  

田3日以内比率   

■4日～7日以内比率   

□8日～14日以内比率   

口15日～28日以内比率   

■29日～42日以内比率  

平成15年度  
DPC対象病院  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

一
」
 
 

平成16年度  
DPC対象病院  

平成18年度  
DPC対象病院  

平成20年度  
DPC対象病院   

平成18，】9年度  
DPC準備病院  

平成20年度  
DPC準備病院  

図表2一⑩－2計画的再入院における理由のうち「化学療法・放射線療法のため」の期間月小再入院割合  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

ロ3日以内  

■4日～7日以内  

□8日～14日以内  

□15日～28日以内  

■29日－42日以内   
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設
類
型
・
年
度
 
 

一
皿
 
 



】  

図表2－⑪－1計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と  

r計画的手術・処置のため」の期間別・退院症例に対する再入院比率   

0．0％  0．5％ 1．肌  1．5％  2・肌  2・5％  3・肌  3・5％  

邑3日以内比率   

■引ヨー7日以内比率   

□8日～14日以内比率  

□‖5日～28日以内比率   

＃29日～42日以内比率  

平成15年虔  

DPC対象病院  

施  
設  

類平成16年度  

型DPC対象病院   

年  
度  

平成18年度   

DPC対象病院  

平成20年度  

DPC対象病院  

平成18．19年虔  

DPC準備病院   

平成20年虔  
DPC準備病院  

図表2－⑪一2計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と  
「計画的手術・処置のため」の期間別・再入院割合  

肌  20％  40％  60％  80，i  100％  

白3日以内  

■4日～7日以内  

口8日～14日以内  

ロ15日～28日以内  

■29日～42日以内   
施
設
類
型
・
年
度
 
 

DPC対象病院  
付
○
 
 

H17  

平成柑年度  H18  
DPC対象病院  

平成20年度  

DPC対象病院  

平成18．19年虎  

DPC準備病院   

平成20年虔  

DPC準備病院  



MDC  

回81神経系疾羞  

■02眼科系疾患  

口03耳鼻咽喉科系疾患  

ロ04呼吸器系疾患  

■05循環器系疾患  

回06消化器系疾患、肝臓・胆   
道・障随疾患  

日0一筋骨格系疾患  

□08皮か皮下粗描の疾患  

■09乳房の疾患  

■10内分泌・栄養・代謝に関   
する疾羞  

ロ11腎・尿路系疾患及び男性   
生殖器系疾患  

編12女性生殖器系疾患及び   
産婚期疾患・異常妊娠分娩  

■13血液・造血器・免疫臓器   
の疾屋  

■14新生児疾患、先天性奇   
形  

i15小児疾患・  

R16外傷・熱傷・中毒  

畠17精神疾患  

□18その他  

国表2－⑫－1計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・処置のため」に  
該当した症例のMDC別■退院症例lこ対する再入院比率  

0．帆  0．5％  1．0％  1．5％  2．0％  2．5％  3，0％  3・5％  

平成15年度  
DPC対象病院  

施  

ニ 
；・；・。  

年  
度  

平成18年度  

DPC対象病院  

平成20年度  

DPC対象病院  

平成18．19年度  

DPC準備病院   

平成20年度  
DPC準備病院  

MDC  
図表2－⑫一2 計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・処置のため」に  

該当した症例のMDC別・再入院割合  

田0†神経系疾患   

0％  20％  40％  60％  80％  100％ ヨ02眼科系疾患  

うぅ 口03耳■咽喉科系疾患   

58  

□04呼吸器系疾患  

■12 tO5循環器系疾患   

lほ  

回06消化器系疾患、肝腋・胆  
＝  逼・膵臓疾患  

■2■ 肖07筋骨格系疾患  

□08皮店・皮下組織の疾患  

” iO9乳房の疾患   

～l   ■10内分泌・栄養・代謝に閲す  

～， る疾患  

。 □11腎・尿路系疾患及び男性    生殖器系疾患  
邑12女性生殖器系疾患及び産   
祷期疾患・異常妊娠分娩  

”一掛紬器‘免疫鵬の  

’帥 ■1ヰ新生児疾患、先天性奇形  

■15小児疾患  

23 ■16外傷・熱傷・中毒   

lイ7   i17精神疾患  

－‘ □18その他へ   



図表2－⑬－1計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・処置のため」に  
該当した疾患名別（上位15疾患）・退院症例に対する再入院比率  

疾患名   

0・0％  0・2％  0・4％  0・6％  0・8％  1・0％  1・2％  1・4％■白・鵬如性  

■肝・肝内胆管の悪性   
腫瘍（続発性を含   
む。）  

口白内II、水晶体の疾   
患   

口節の悪性膿■  

■■の慕性腫瘍  

』大Il（上行結腸からS   
状撞欄）の悪性は瘍   

F閉塞性動脈疾患  

口腔洪水腫、胆鼓炎等  

■胆嚢疾患U担暮縮石   
など）   

E庫牒肛門（庫鴇・S状   
総揚から11門）の悪   
性腫瘍  
口非破裂性大動脈瑠、   
腸骨動脈痢  

i脳梗塞  

■膀胱腫瘍  

■小嬢大腸の良†生疾患  
（良性腫■を含むら）   

■せ性腎炎症候群・慢  
†生間貸性腎炎・慢†生   
腎不全  

図表2－⑬－2 計画的再入院における理由のうち「検査入院後手術のため」と「計画的手術・処置のため」に  
該当した疾患名別（上位15疾患）・再入院割合  

0％  20，i  40％  60，i  80％  100！i  

疾患名  

8狭心症、慢性血血性   
心疾患  

■肝・肝内胆管の若性   
瞳瘍（続発性を含   
む．）  

□白内障、水晶体の疾   
患   

D肺の悪性腫ヰ  

■胃の悪性腫瘍  

向大腸（上市総隙から   
S状鰯膿）の悪性腫   
瘍  
臼閉塞性動脈疾虎  

口胆嚢水腫、旭♯炎等  

■旭嚢疾患（胞長結石   
など）   

■直腸肛門（眞腸・S状   
結腸から且工M）の悪   
性Il瓜  

□非破裂性大動脈膚、   
繰甘動脈癌   

■駆梗塞  

■膀胱腫瘍  

1小腸大場の良性疾   
患（良性は欄を含   
む。）  

■優性腎炎症候群・慢   
性朋賃性肝炎・慢性   
腎不全   

H17  

平成18年度 H18  
DPC対象病院H19  

H20  

H18  
平成20年度  
DPC対象病院 川9  

H20  

平成18．19年度H19  
DPC準備病院  

平成20年度  
DPC準備病院  

159  



図表2－1⑭ 同一病名で「化学療法一放射線療法あり」の再入院回数別在院日数   

0  5  10  15  20  25  30 日  

平成15年度  
DPC対象病院  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

田1回目在院日数  

■2回目在院日数  

ロ3回目在院8数  

平成t6年度  
DPC対象病院  

N
u
 
 

平成柑年度  
DPC対象病院  

平成20年度  
DPC対象病院  

平成18．19年度  
DPC準備病院  

平成20年度  
DPC準備病院  

※1回目入院は1回目再入院が「化学療法・放射線療法あり」の前回入院データのため、再入院理由のデータがなく、様式1から化学療法有無を判別し掲載した ※同一病名の有無は前回入院の「医療資源を最も投入した傷病名」と今回入院の「入院の契機となった傷病名」から決定される診断群分類の上6桁の同異にて 

判別した  

図表2－⑮1患者あたりの再入院回数（退院症例数／実患者数）  

回  
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H20 - 19            H   ‾1．      6  
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0            H2  1、  
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平成16年度  
DPC対象病院  
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設
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型
・
年
度
 
 

N
の
 
 

平成18年度  
DPC対象病院  

平成20年度  

DPC対象病院  

平成18．19年度  
DPC準備病院  

平成20年度  
DPC準備病院  



図表3平成20年度調査対象医療機関数及び分析データ数  

1．調査対象病院数と回答病院儀  
施設類型   再転棟調査対象病院数  再転棟調査回答病院数  再転棟調査回答病院率   

平成15年度DPC対象病院   25   25   100．0％   

平成16年産DPC対象病院   17   17   100．0％   

平成18年度DPC対象病院   73   73   100．0％   

平成20年度DPC対象病院   132   132   100．0％   

平成1819年崖DPC準備病院   285   285   100．0％   

平成20年l曹DPCj準備病院   58  58   100．0％   

搭計   590 590  100．0％   

2  ロ   
施設類型   分析対象退院症例数（C）※－  分析対象再転棟傲（D）※2   回答数（E）   回答率（E／D）   

平成15年度DPC対象病院   363787   51   50   98．0，i   

平成16年度DPC対象病院   109234   78   78   100．0％   

平成18年度DPC対象病院   580002   221   221   100．0％   

700023  591  590   99．8％   

平成20年度DPC対象病院          平成18柑年度DPC準備病院   971773   1．227   1．21g   99．3％  

平成20年度DPC準備病院  140．008  204  203  99．5％   
搭計   2．864．827 2，37≡1  2・36‖  99・5％   

※1．分析対家退院症例数は平成20年度12月末時点で病院から提出された丁月～－0月データにクリーニング処理を施した後・一般病棟入院有の患者を集計対象とした退院症例数  
である  

※2．分析対象再転棟数は7月－10月の様式1の子様式1レコードが作成されている症例のうち、1入院内で一般病棟からその他の病棟へ転棟しさらに一般病棟へ再転捜した場合  
の再転棟数である  

図表4－（D年度別・再転棟率  

0．t6ヽ  

0．14％  

0，12％  

0．10％  

0．08，i  

O．06％  

0．04％  

0．02，i  

O．00ヽ  

再  
車云  
棟  
率  

※平成19年度の再転操車は平成19年度7月～10月退院患者のEFファイルから集計した参考値である   



国表4①1前回一般病棟と今回一般病棟の病名同異別・退院症例に対する再転棟事由比率  

0．00％  0・04％  0・08％  0－12％  0・16％  

E同一病名計画的再転   
棟比率   

担同一病名予期された再   
転棟比率   

口同一病名予期せぬ再   
転株比率   

□異なる病名計画的再転   
株比率   

■異なる病名予期された   
再転株比率   

回異なる病名予期せぬ再   
転株比率  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

N
¢
 
 

絹名の同異は前回一眼病棟子様式1の「医麒新患も臥した傷絶と今回一般病棟子株式欄「入院の契機となった鵬名」から決定される診断群分腰の上6桁の同異にて判別した  

図表4－②一2前回一般病棟と今回一般病棟の病名同異別・再転棟事由割合  

0％  20％  

■同一病名計画的再転棟   
件数  

滅同一病名予期された再   
転棟件数   

□同一病名予期せぬ再転   
棟件数   

□異なる病名計画的再転   
棟件数   

卓異なる病名予期された   
再転棟件数  

且異なる病名予期せぬ再   
転様件数  

平成15年度 H20  
DPC対象病院   

H20  
院  

施
設
類
型
■
年
度
 
 

H20   

院   

H20   
院   

H去0   

院H20  

U
O
 
 

※病名の同異は前回一般病棟子様式1が医療資源を最も投入した僻名」と今回一般病棟子様式1の「入院の契機となった俺病名」から決定される診脚分類の上6桁の同異にて判別した   



図表4－③計画的再転棟における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）  

0．00％  0．01％  0・02％  0・03％  

平成15年虔  
DPC対象病院  

H20  □検査でDPC算定病棟へ入   
院後手術のため   

ロ計画的手術・処置のため  

■化学療法・放射線療法の   
ため   

由定期検査のため  

F前回DPC算定病棟での入   
院時、検査・手術を中止し   
て一時転機したため  

口早術のための体調回復を   
まつために一時転棟した   
ため  

唇その他  

認諾諾院 H20  

施
設
類
型
・
年
度
 
 

院 H20  

竺
 
 平成20年虔  

DPC対象病院  

認諾品諾H20  

陳 H20  

図表4－④予期された再転棟における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）   

0．00％  0．01％  0・02％  0・03％  0．04％  

□予期された疾患の悪   
化、再発のため  

口予期された合併症発症   
のため  

■患者の00L向上のため   
一時転探したため  

遍前回DPC算定病棟での   
入院時において患者の   
都合により転捜したため   

冒その他   
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図表4－⑤予期せぬ再転様における理由の内訳（退院症例に対する再転棟数比率）  

0．00％  0．02％  0■04％  0・06％  

口予期せぬ疾患の悪   
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回その他  
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図表4－⑥－1MDC別・退院症例に対する再転株比率  
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目06消化器系疾患、肝臓・胆   
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■07筋骨格系疾患   

□08皮膚・皮下組織の疾患   

■09乳房の疾患   

■10内分卦栄養・代軌こ関す   
る疾患  
□11腎・尿路系疾患及び男性   
生殖蕃系疾患  
i12女性生殖器系疾患及び産   
栴期疾患・異常妊娠分娩  
■13血液・造血器・免疫廉器の   
疾患  
114新生児疾患、先天性奇形   

i15小児疾患   

■18外傷・熱傷ヰ毒   

貞17精神疾患   

□18その他   
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図表4」⑤－2MDC別・再転棟割合   

MDC  

肌  20％  4肌  60％  80％  100％ 日0－神経系疾患  

■肥眼科系疾患   

□03耳▲咽喉科系疾患   

ロ0ヰ呼吸審系疾患   

■05循環葬系疾患   

白06消化葬系疾患、肝臓・腹   
立・膵亘疾患  
■0丁筋サ格系疾烏   

口08皮膚■皮下緯線の疾患   

■09乳房の疾患   

ilO内分泌・栄養・代謝に即す   
る疾患  
⊂‖1甘・尿路系疾患及び男性生   
殖さ系疾患  
i12女性生紆苓系疾患及び産   
禰期疾患・異常妊娠分娩  
■13血液・造血蓼・免疫臓器の   
疾患  
tlヰ新生児疾患、先天性奇形   

■15小児疾患   

■16外傷・熱傷t中書   

鼠1丁精神疾患   

ロ18その他  

平成15年度  
DPC対■病院  

平成16年皮  
8PG対象病院  
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度  

平成20年度  
DPC対t病院  

平成18．19年度  
DPC準備病院  

平成20年度  
DPC準備病院  

図表4一一⑦前回一般病棟から今回一般病棟への転棟期間朴退院症例に対する再転株比率  
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図表6 再転棟率  図表6 再転棟率  

－1－  －2－   



図表6再転棟率   図表6 再転棟率  
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図表6 再転棟率  図表6 再転棟率  

平成18年度DPC対象病院  社会保険京都病院   0．0％   

平成柑年度DPC対象病院  独立行政法人 国立病院機構京都医療センター   0．0％   

平成18年度DPC対象病院一  特定医療法人 同仁会 耳原総合病院   0．0％   

平成18年度DPC対象病院  医療法人生長会 ベルランド総合病院   0．0％   

－5－  
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施設類型   施設名   再転棟率   

平成19年度DPC準備病院  紀南病院   0．0％   

平成19年度DPC準備病院  大津市民病院   0．0、％   

平成19年度DPC準備病院  彦根市立病院   0．0％   

平成19年度DPC準備病院  長浜赤十字病院   0．1％   
平成19年度DPC準備病院  近江八幡市立総合医療センター   0．3％   

平成19年度DPC準備病院  医療法人徳洲会 近江草津徳洲会病院   0．0％   

平成19年度DPC準備病院  医療法人 誠光会 草津総合病院   0．0％   

平成19年度DPC準備病院  公立甲賀病院   0．1％   

平成19年度DPC準備病院  社会福祉法人 京都社会事業財団 西陣病院   0．6％   

平成19年度DPC準備病院  医療法人健康会 総合病院京都南病院   0．0％   

平成19年度DPC整備病院  医療法人同仁会（社団）京都九条病院   0．2％   

平成19年度DPC準備病院  総合病院．日本バプテスト病院   0．0％   

平成19年度DPC準備病院  医療法人岡本病院（財団）第二岡本総合病院   0．1％   

平成19年度DPC準備病院  医療法人徳洲会 宇治徳洲全病院   0．0％   

平成19年度DPC準備病院  綾部市立病院   0．5，‘   

平成19年度DPC準備病院  医療法人啓信会 京都きづ川病院   0．5％   

平成19年度DPC準備病院  医療法人社団 石鎚会 田辺中央病院   0．2％   

平成19年度DPC準備病院  三着京都病院   0，0％   

平成19年度DPC準備病院  京都府立与謝の海病院   0．0％   

平成19年度DPC整備病院  京都市立病院  0．0％   

平成19年度DPC整備病院  公立 山城病院   0．0％   

平成19年度DPC準備病院  市立福知山市民病院   0．5％   

平成19年度DPC準備病院  独立行政法人国立病院機構舞鶴医療センター   0．0％   
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図ることとするム   

④ 調整係数の廃止に伴う新たな機能評価係数等を検討するための調査及  

び調査結果に基づいた詳細なデータ分析等を行う。   

⑤ DPC制度の在り方について、DPCによる医療の標準化や医療の賀  

の向上など、より総合的な視点からの検証・分析を行うため、必要な調  

査についての検討を行う。  

イ 医療機関からの意見交換（ヒアリング）について   

当調査を補元し、適切な算定ルールの構築等について検討するため、平   

成20年度と同様にDPC評価分科会において、調査内容に基づいた意見   

交換（ヒアリング）を行う。  

その他、適切にデータを提出できず、データの質に重大な疑問等があっ   

た場合には、DPC評価分科会において、その原因等について調査を行う。  

この際、データが不適切であると考えられる場合には、何らかの措置を   

謹じるようなルール作りの可能性も含めて、引き続き調査を実施する。   

り 調査対象の医療機関  

現在のDPC対象病院及びDPC準備病院に加え、DPC対象病院とな   

る希望があり、以下の基準を満たす医療機関についても、新たにDPC準   

備病院として平成21年度調査の対象とする。  

○ 当調査へ参加することができる病院の基準  

① 看護配置基準が10対1以上である一般病棟を有する急性期病院  

であること。  

※ 10対1以上を満たしていない病院については、満たすべく計画  

を策定すること。  

② 診療録管理体制加算を算定している、又は、同等の診療録管理体制  

を有すること。  

③ 標準レセ電算マスターに対応したデータの提出を含め「7月から1  

2月までの退院等患者に係る調査」に適切に参加できること。  

※ 中医協・基本問題小委員会における、DPC対象病院及び準備病院  

の基準についての詩論により、今後見直しゐ可能性がある。   

平成21年度におけるDPCに関する調査（案）について  

1 平成20年度調査の概   

DPC導入の影響評価を行うために、診断群分頬の妥当性の検証及び診療  

内容の変化等を評価するために調査を行った。   

調査の結果は、診断群分類毎の平均在院日数が減少傾向にある中、重症度  

の高い患者を避けるような傾向は見られておらず、診療内容に悪影響は認め  

られないものと考えられる。   

一方、これまで増加傾向にあった再入院率については、19年度も引き続  

き増加傾向がみられたが、その多くは、化学療法・放射線療法によるもので  

あった。また、平成20年度改定において、同一疾患での3日以内の再入院  

については、1入院として扱うように算定ルールを見直したところであるが、  

今回の調査では3日以内の再入院の割合が減少していた。  

2 平成21年度調査について  

（1）診断群分類の妥当性の検証及び診療内容の変化等、DPC導入の影響を   

評価すること  

（2）DPC制度の在り方や調整係数の廃止に伴う新たな機能評価係数等を   

検討すること  

等を目的とした調査内容とする。   

なお、当該調査のデータは、診療報酬の点数を設定する上で基本となるデ  

ータであり、DPC制度の根幹に関わるものであることから、一層のデータ  

の箕の向上等を図る。  

ア 具体的な調査内容等について   

① これまでと同様に、DPCの影響評価のための基礎的な調査として、  

7月から12月までの退院患者に係る調査とする。  

なお、今年度においても急性期入院医療に係るデータを収集する目的  

から、一般病棟からそれ以外の病棟へ転棟した時点でもデータの提出を  

求めることとする。   

② 再入院の動向については、平成20年度改定において、同一疾患での  

3日以内の再入院については、1入院として扱うように算定ルールを見  

直したところであり、再入院調査として引き続き調査する。  

③ 適切なデータを提出できるよう、データの質を確保するための取組を  
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3．その他、既存の制度との整合性等を図る必要があるもの  

（2）矧こ診断群分類の分岐として評価されているもの  

各項目の評価指標について  

A．DPCにおいてのみ評価を検討する項目  

1．DPCデータを用いて分析が可能であるもの  
項目   評価指標の例  

小  DPC病院として正碓なデータを提出していることの  ○部位不明・詳細不明コード／全DPC対象患者    評価  

（正確なデータ提出のためのコスト、部位不明・詳  ○様式1の非必須項目の入力患者数／非必須項目の対象となる患者数  
細不明コードの発生頻度、様式1の非必須項月の入  
力割合等）   ODPC調査において、データ提出の遅滞があった回数等  

○全DPC対象病院の平均在院日数  
ゼ  効率化に対する評価      （効率性指数、アウトカム評価と合わせた評価等）  ／当該医療機瀾の患者構成が、全DPC対象病院と同じと仮定した場合の平均在院日数  

（再入院調査の結果と合わせて評価）  

せ  複雑性拍軌こよる評価   ○当該医療機関の各診断群分類毎の在院日数が、全DPC対象病院と同じと仮定した場合の平均  
在院日数／全病院の平均在院日数  

⑤  診断群分頬のカバー率による評価   ○当該医療機観で（一定数以上の）出現した診断群分類の数／全診断群分類の数  

⑥  高度医療指勤（診断群分類点数が一定程度高いも  ○入院期闇＝（又はⅡ）の診断群分矩点数が、一定程度より高いものを算定した患者の数  
のの算定割合）   ／全DPC対象患者  

⑦  救急・小児救急医療の実施状況及び救急における  ○救急車で搬送され入院した患者数／全DPC対象患者  
精神科医痩への対応状況による評価   ○緊急入院の患者数／全DPC対象患者  

○入院初旧に初診料の時間外・深夜・休日加算が算定されて入院した患者数／全DPC対象患  
者  

○救急車で搬送され入院した小児の患者数／全DPC対象患者  
○緊急入院の小児の患者数／全DPC対象患者  
○入院初旧に初診料の時間外t深夜・休日加算が算定されて入院した小児の患者数／全DPC  
対象虔者  

○救急車で搬送され入院した患者で、入院精神療法又は救命救急入院料において精神保健指定医  
が診療した場合の加算が算定されている患者数／全DPC対象患者  
○緊急入鹿の患者で、入院精神療法又は救命救急入院料において精神保健指定医が診療した頓     合の加算が算定されている患者数／全DPC対象患者  

○入院初旧に初診料の時間外・深夜・休日加算が算定されて入院した患者で、入院精神療法又は  
救命救急入院料において精神保健指定医が診療した場合の加算が算定されている患者数／全  
DPC対象患者  

⑧  患者の年齢楕成による評価  Or定の年齢以上又は未満の患者数／全DPC対象患者   

（3）出来高制度で評価されているもの  

○：DPCデータで集計が可能な指標  
●：特別調査を行う等で医療機関の負担が少なく速やかにデータを把握することが可能と考えられる  
指標  

2．DPCデータによって一部分析が可能なもの、又は医療機関の負担が少なく速やかにデータを把握することが可能なもの  

項目   評価指標の例    q）  診療ガイドラインを考慮した診療体制確保の評価   ●診療ガイドラインを明示して、患者へ治療方針の説明を行っているか否か  
●診療ガイドラインから逸れた診療を行う鳩舎、十分に捜討をするための委員会等が設置されてい  
るか否か  
●患者及び職員が、診療ガイドラインを閲覧できる体制・設備が整備されているか否か  
等  

団  医療計画で定める事業等について、地域での実施状   ○各4疾病・5事業による入院患者牡  
況による評価  

○各4疾病・5事業による入院患者致／全DPC対象患者  

○各4疾病■5事業による入院患者数  
／当該地域のDPC病院における、各4疾病・5事業による総入院患者数  

○地域連携診療計画管理料の算定している患者数／ 全DPC対象患者  

●医療計画に、当該医療機関の地域での役割が明記されてるか否か  

※4疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病）及び5事業（救急医療、災害医療、へき地医療、  
周産期医療、小児医療（小児救急医療を含む。）  
※ 災害医療、へき地医療、周産期医療に係るデータは、DPCデータでは不十分。  

⑤    医師、看護師、薬剤師等の人員配置（チーム医療）に  ●病院に勤務している各職種の職員数／全DPC対象患者  
よる評価   ●病棟に勤務している各級種の触員数／全DPC対象患者  

⑥    医療の質に係るデータを公開していることの評価  ●特定のデータ（医療の質の評価等につながる項月）の公表を行っているか否か。  

2／2ページ   
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各項目の評価指標についての  

集計の例  
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之00－400床   400床以上  
病床規欄／特定機能病院  

†毒文撫麓病院  

病床規模及び野定機能病院と  

効率性指数（A－1－②）  

病床規模及び特定機能病院について  

の集計  

病床規模   病院数   

200床未満   37   

200～400床   117   

4・00床以上   124   

特定機能病院   82   
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性
指
数
 
 
 

n  

精定櫨姓■沫  200床未1  200・・400床    400床以上  

病床規模／特定機能病院  
－2－  

－1－  

コ  



病床規模及び特定機能病院と   

高度医療指数（A－1－⑥）  

病床規模及び特定機能病院と   

複雑性指数（A－ト④）  

特定は蛇病l暁  200－ヰ（氾床    400床以上  

病床規模／特定機能病院   指定機能病院  200－400氏    400床以上  

病床規模／特定機能病院  
200床兼1  

病床濁模及び特定機能病院と  

救急車で搬送され入院した患者数  

（A一卜⑦）  

病床規模及び特定機能病院と  

診断群分類のカバー率（A－卜⑤）  
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梢定皿能事駅  zoo－400床   400氏以上  

病床規模／特定機能病院  
－4－  

特定縫絶病院  200－400床    400床以上  

病床規模／特定機能病院  
－3－  

200床兼萬  



病床規模及び特定機能病院と  

救急車で搬送され入院した患者割合  

（A－ト②）  

病床規模及び特定機能病院と  

緊急入院患者割合（A」ト⑦）  
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乱   

特定機能病院  200・－400床    400氏以上  

病床規模／特定機能病院  200－400床    4bO床以上  

病床規模／特定機能病院  

病床規模及び特定機能病院と  

緊急入院患者数（A－1－⑦）  
専門病院／総合病院についての集計  

○ 特定のMDCの患者割合又はがん患者の割合が40％以  

上の病院を専門病院、その他の病院を総合病院と分類した。  

病嘩数   

専門病院   24   

鱒合病院   336   

緊
急
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院
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者
数
 
 

200－400氏   400虔以上  

錮讐ご根泄鵬  
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専門病院／総合病院と  

効率性指数（A一卜②）  

専門病院／総合病院と  

病床数  

総合病院  専門病l完  

専門病院／総合病院   
総会病院  専門病院  

専門病院／総合病院   

専門病院／総合病院と  

複雑性指数（A－1－④）  

専門病院／総合病院と  

症例数  

車間堅／総合病院   
総合病院  専門病院  

専ワ平準／総合病院  



専門病院／総合病院と  

救急車で搬送され入院した患者数  

（A－1－⑦）  
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診断群分類のカバー率（Arl－⑤）  
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専門病院／総合病院と  

救急車で搬送され入院した患者割合  

（A一卜⑦）  

専門病院／総合病院と  

高度医療指数（A－ト⑥）  
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■∩■■  専門ホ蹟  総合痛鏡   
撃砕／総合病院  

専甥璽／総合病順  



診調組 D－6  

21．5．14  

専門病院／総合病院と  

緊急入院患者数（A－1－⑦）  
DPC対象病院及び準備病院における後発医薬品の  

使用状況について  

1薬剤費lこおける後発医薬品の占める割合（金額シェア）  

施設類型別 薬剤費における後発医薬品比率  

施設類型   平成16年度  平成1丁年度  平成18年度  平成19年度  平成20年度   

平成15年度DPC対象病院（82病院）   2．6％   3．4％   4．1％   5．1％   5．6％   

平成16年度DPC対象病院（62病院）   5．1％   7．4％   8．8％  10．0％  10．6％   

平成18年度DPC対象病院（216病院）  4．1％   7．1％   9．7％  10．6％   

平成20年度DPC対象病院（358病院）  4．7％   5．1％   9．1％   

平成19年度DPC準備病院（704病院）  5．1％   5．4％   

平成20年度DPC準備病院（137病嘩）  5．7％   

総計   3．4％   4．1％   5．4％   6．2％   7．4％   

0
0
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専門病院  総合病院  
2卿める割合（金鏡シェア）  

施設類型別 医療費における薬剤費比率  

専門病院／総合病院  

施設類型   平成16年虔  平成17年度  平成18年度  平成19年度  平成20年度   

平成15年度DPC対象病院（82病院）   17．2％  17．2％  16．1％  16．0一％  15．5％   

平成16年度DPC対象病院（62病院）   14．0％  13．7％  12．5％  12．5％  12．0％   

平成18年度DPC対象病院（216病院）  14．1％  12．4％  12．3％  11．8％   

平成20年度DPC対象病院（358病院）  13．6％  13．8％  12．0％   

平成19年度DPC準備病院（704病院）  13，6％  12．8％   

平成20年度DPC準備病院（137病院）  12．6％   

総計   15．8％  15．3％  13．8％  13．8％  12．8％   

専門病院／総合病院と  

緊急入院患者割合（ATl－⑦）  

緊
急
入
院
患
者
割
合
 
 

．A  

※平成19年度DPC準備病院には平成20年度DPC対象病院に参加しなかった平成18年度DPC準備病院  

13病院を含む。  

専門欄個  
専竺苧㌣／総合病院  

－1－   



（参考2）薬価基準収載品目の分類  

平成19年9月薬価調査  

（品目数は平成20年4月時点、数量シェア及び金額シェアは平成19年9月調査時の数量、薬価  

による。）  

品目数   数量シェア   金感シェア   

後発品なし   1－893   21．6％   49．0％  

先発医薬品  

後発品あり   1．528   34．9％   35．1％   

後発医薬品  6．700   1臥7％   6．6％   

その他の品目（局方品、生薬 等）  4．238   24．8％   9．3％  

（厚生労働省調べ）   

注1）「後発医薬品」とは、薬事法上新医薬品として承認されたもの以外のもの（その他の品目を除く。〉をいう。   

注2）「その他の品目」とは、局方品、漢方エキス剤、生薬、生物製剤（ワクチン、血液製剤等）及び承認が昭和  

42年以前のものをいう。  

－2－   
・・」  


